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田中好子さんと映画「黒い雨」・・・・放射能の因果
　元キャンディーズの田中好子さん（スーちゃん）が4月21日、亡くなった・・・。（享年55歳）
ほぼ同年代で過ごした私にとって、彼女の存在は青春の記憶の中に輝くアイドルスターとして今もまぶしく記憶されています。
キャンデーズ解散後は女優として活躍していました。中でも私が女優としての才能に驚いたのが、映画「黒い雨」に出演した時です。『黒い雨』（井伏鱒二　著）は、原爆投下後、放射能の雲から降ってきた黒い雨を浴びた村人が次々となぞの死を遂げていく物語です。私にとって忘れられないシーンがあります。「主人役の田中好子がある日鏡に向かって長い黒髪をすいているときです。抜けるはずのない黒髪が櫛ですくたびに次々と抜け落ちていく・・・・・・」。原爆症に冒されていることを知る瞬間でした・・・・。田中の好演もあり、放射能に蝕まれていく恐怖感は見るものを圧倒しました。この映画で田中好子は日本アカデミー賞最優秀主演女優賞やブルーリボン賞主演女優賞など多くの賞を受賞し、一躍女優として注目を浴びることになりました。そのスーちゃんが「乳ガン」という病気で亡くなったということに、運命的な強い因果を感じます。彼女は約20年にわたって乳がんと闘っていただけでなく、不妊治療も受けていました。また、夫の小達一雄さんは女優の故夏目雅子さんの兄でもあります。夏目雅子さんは若くして急性白血病(血液のガン)で亡くなりました。
　映画「黒い雨」、不妊治療、乳ガン、夏目雅子、急性白血病・・・・・そして福島原発事故。偶然にしてはあまりにも因果が重なりすぎています。そこに共通するのはいずれも「放射能」です。不妊症・乳ガン・白血病は、いずれも「放射能」が引き起こす多様な症状に該当する病気です。福島原子力発電所事故により大量の被曝被害者が発生したこの時期に、長いガンとのたたかいの末に彼女が亡くなったことの意味は、「科学技術力」におごり高ぶり、自然との共生文化をないがしろにしてきた現代日本社会への啓示のように私には思えてなりません。
「乳がん」と「放射能」の不気味な関係　

～アメリカ原子力関連施設で起きている事～
アメリカ政府による乳癌死亡増加の原因の隠蔽　以下、統計学者グールドの研究より
１９５０～８９年の４０年間にアメリカの婦人（白人）の乳癌死亡者が２倍になったことが公表された。その原因の究明を世論から要請された政府は、乳癌の増加は「戦後の石油産業、化学産業などの発展による大気と水の汚染など、文明の進展に伴うやむを得ない現象」と説明した。
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しかし、統計学者のＪ・Ｍ・グールドは報告に使われた統計に不審を抱き、全米３０５３郡（州の下の行政組織で日本の郡に同じ）が保有する４０年間の乳癌死者数を全てコンピュータに入力し、増加した郡と横ばい並びに減少した郡を分類、調査した。

その結果、１３１９の郡が増加し、１７３４の郡が横ばい、または減少しており、乳癌死者数には明らかに地域差のあることが判明した。

　グールドはコンピュータを駆使して、増加している１３１９郡に共通する増加要因を探究し、それが郡の所在地と原子炉の距離に相関していることを発見した。
即ち、原子炉から１００マイル以内にある郡では乳癌死者数が明らかに増加し、以遠にある郡では横ばいまたは減少していたのである。乳癌死者数の地域差を左右していたのは、軍用、民間用を問わず、全米に散在する多数の各種原子炉から排出される低線量放射線だったのである。

　１９９６年にグールドは『内部の敵』という書名で出版。書名は、人間を体内からゆっくり破壊する低線量放射線という敵と、データを改ざんしてまでそれを隠蔽し続ける国内の敵を意味している。
日本の乳がん死亡率の急上昇とチェルノブイリ原発事故の関係
[image: image3.emf]都市別乳がん死亡率

番号 市区町村名 死亡数 期待値

SMR

（標準化死亡率）

203 小樽市 187 134.5 139.0

225 滝川市 52 38.5 135.2

218 赤平市 19 15.3 124.0

231 恵庭市 56 45.2 123.8

202 函館市 312 257.9 121.0

228 深川市 30 24.9 120.2

206 釧路市 181 154.5 117.1

229 富良野市 24 20.5 116.8

219 紋別市 27 23.1 116.8

213 苫小牧市 143 125.1 114.3


右のグラフは日本における乳がん死亡者数の多い６県(青森・岩手・秋田・茨城・新潟)の統計を示しています。
　１９９６～１９９８年だけが突出して上昇しているのがわかります。

肥田舜太郎(被曝医師)らは原因を探求した末、１つの結論に達しました。これは「１９８６年のチェルノブイリ事故による放射性物質の汚染」が原因である。すなわち、
１．この事故による放射性物質の汚染は東日本でひどかった。秋田におけるセシウムの降下量のグラフでは１９８６年のチェルノブイリ事故のときの降下量が突出している。
２．放射性物質が体内に入ってから乳ガンを発症し死に至るまでに平均して１１～１２年はかかると言われている。
３．従って、上記６県で１９９６～１９９８年にだけ乳ガン死亡率が突出したのは、１０～１２年前のチェルノブイリ事故による放射性物質の汚染によるものである。
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番号 市区町村名 死亡数 期待値

SMR

(標準化死亡率)

403 泊村 70.0 41.0 169.9

405 積丹町 89.0 60.9 144.9

427 由仁町 149.5 111.2 133.1

332 福島町 138.5 103.9 132.3

608 様似町 113.5 90.6 126.7

457 上川町 111.5 90.8 123.5

481 増毛町 138.5 113.7 123.0

402 岩内町 282.5 227.2 122.8

331 松前町 225.0 178.0 121.6

391 島牧村 48.0 38.9 121.6

北海道の悪性新生物(がん)の死亡率

　北海道におけるガンの死亡統計を見ると上位10位以内に後志の4町村が入っている。日本海側の町村は実に7町村が含まれる。中でも際立ってガンの死亡率が高いのが泊村であることがわかる。2位の積丹町と比べても、一気に30ポイント近く上昇しており、他の上昇率とは明らかにちがっている。

泊村だけが数字の突出に仕方が異常です。
由仁町までは連続的に上昇していた死亡率は積丹、泊に行くにつれて飛躍的に上昇しているのです。他町村と決定的にちがう条件と言えば、ここには泊原子力発電所があることです。
原発や放射能との因果関係を科学的に証明することはこうした場合は不可能です。拡散し低濃度になった放射能の複雑な影響は、確率的であり統計的に現れはするものの、明らかな原因として特定されるこのないまま、個人の何らかの原因による発病として処理されていきます。

北海道の乳がんの死亡率

　乳がんの統計でも気になる点があります。
若い母親が多く在住する都市別で比較すると小樽市が最も高いという結果になっています。
　全国都道府県別トップは東京都の121.9ポイント、北海道全体では103.2ポイントですから北海道全域としては日本の平均100ポイントとあまりかわりません。しかし、平均的な北海道にあって東京都よりさらに上回る小樽市は、全国的に見ても突出して乳がんの死亡率が高いことになります。北海道の都市の中で泊原発にもっとも近くに位置しているのが小樽市であることは言うまでもありません。これも因果関係を科学的に証明することのできない複雑系に属する事項になります。ちなみにあまり関係のないことではありますが後志で市町村の給料が最も高いのが泊村です。
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黒い色は、乳がん死亡者の多さの濃度を示しています。そこはいずれも原子力施設（原子力発電所と核兵器工場、核廃棄物貯蔵所）から１６０ｋｍ以内に位置しています。


１９８５～８９年までのアメリカの乳癌死亡者のうち３人に２人がこうした地区（黒い部分）の住民です。













































































